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3. 家族の１/３くらいと
65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21） 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と
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　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「のため」は、福岡市郊外の住宅街の中に、平成１７年に開設された定員９名の家庭的な雰囲気のグ
ループホームである。現在は利用者全員、提携医が主治医であり、ホーム看護師と提携クリニックの
看護師、介護職員との連携で安心の医療体制が整い、看取りも行っている。「食べることは生きるこ
と」という思いで、旬の食材を使った手作りの美味しい料理を利用者と職員が一緒に食べる食事の在
り方を大切にしている。また、今年度は新型コロナ感染症対策の為活動は出来なかったが、地域包括
ケアの取り組として事業所ネットワークの立ち上げや認知症サポーター養成講座の講師依頼を受ける
等、行政と協働して認知症の啓発にも取り組んでいる。１０年以上勤務している職員が何人もいる安
定した雰囲気の中、新しい取り組「カイゼン活動」を実施して職員からの提案を引き出して改善に繋
げ、理念「すべては入居者のために」の実現を目指し、チームで取り組んでいる、グループホーム「の
ため」である。

項　　目

2. 家族の２/３くらいと

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

所在地

自己評価作成日 令和０３年０３月２１日評価結果確定日令和０３年０１月０８日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

4. ほとんど掴んでいない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

令和０３年０２月２６日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4071101770

法人名 有限会社　めぐみ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 グループホームのためはでは、「すべては入居者のために」という理念の下に、家庭的な雰囲気を大
切にし、入居者が主体のホーム作りに力を入れています。また、看護師である代表と数名の看護師を
配置し、毎日の健康管理や医療支援は強みの一つで、協力医療機関との連携により看取り支援にも
取り組んでいます。食事にも力を入れており、旬の食材（魚や野菜）を使用し、季節感を大切にし、食
事を楽しめるように努めています。毎日の生活の中では、出来る限り身体を動かして頂く為にも、体操
の時間を設けたり、掃除などを職員と一緒に行うようにしています。また認知機能の維持の為にも、計
算や脳トレなども取り入れています。地域活動としては、事業所ネットワークを立ち上げ、地域におけ
る認知症介護の拠点となれるように活動しています。

事業所名 グループホーム　のため

〒811-1347　福岡県福岡市南区野多目５丁目２０番１２号　　℡ 092-565-0300

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



次のステップに向けて期待したい内容

相談事や疑問がある時は、電話や、市又は区役所などに
訪問し相談にのってもらっている。また、生活保護の方の
受け入れも行っており、担当ケースワーカーとは顔のみえ
る連携を取っている。行政からの地域包括ケアの取り組
みとして、事業所ネットワークの立ち上げや、認知症サ
ポーター養成講座の講師依頼なども受け、協働で行って
いる。

年に4回の身体拘束適正化委員会の開催や、年に2回の
法人全体での身体拘束防止勉強会を開催し、全職員への
理解、意識付けを行っている。玄関への施錠もなく拘束事
例もなし。日頃から、職員全員で同意のない拘束は虐待
にあたるという事を確認しあいながら、実践している。勉強
会の中では、言葉や薬による抑制も拘束に含まれる事を
確認し、身体拘束のない介護サービスに取り組んでいる。

例年では、近隣の小規模多機能居宅介護事業所と合同
で開催し、そのなかで、利用者状況や活動の報告を行っ
ている。また、地域での福祉に関する課題などを、参加者
それぞれの立場から意見を出していただき、話し合いを
行っている。会議で出た意見や要望は検討し、ホーム運
営や業務改善に反映するように努めているが、今年度は
コロナの影響により会議は中止となっている。



次のステップに向けて期待したい内容

職員の能力や特技を把握し、適材適所に役割分担し、働
きやすい職場環境作りに努めている。職員募集・採用は、
年齢や性別の制限はなく、人柄や介護に対する考え方を
優先している。現在のスタッフも20～70代と幅広い年齢層
である。また、外部研修の案内も行い、希望するものに参
加できるように勤務調整も行っている。勤務体制もそれぞ
れの事情に合わせて、出来る限り希望を聞き、職員と相
談しながら調整するように取り組んでいる。

毎月行っているカンファレンスや勉強会のなかで､意見交
換をする機会を設けている。代表や管理者も介護従事者
として現場に入っているので､日常的に相談しやすい環境
をつくるようにしている。そこで出た意見や提案などは､出
来る事から速やかに､ホーム運営や業務改善に反映する
ようにしている。また､「カイゼン活動」を実施し､職員から業
務などカイゼンしたい提案を出してもらい、実践している。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

入居者や家族の希望を優先し、入居前のかかりつけ医の
継続も可能にしている。現在は、全員が提携医がかかり
つけ医となっている。月に2回の往診を行ってもらってい
る。ホーム看護師と提携クリニックの看護師と連携し、24
時間安心して医療が受けられる体制を整えている。服薬
管理も提携調剤薬局との連携により支援している。また、
他科受診等はこれまでかかってきた医療機関を継続でき
るように支援している。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

個人の介護日誌に24時間の排泄状況を記録し、排泄パ
ターンを把握するように努めている。また、薬の副作用や
食事や水分摂取量なども頭にいれ、状態の変化にも注意
している。排泄の訴えが難しい方は、表情や言動の中から
排泄の訴えを汲み取れるようにしている。重度化しても、
二人介助にてトイレでの排泄を基本としている。夜間オム
ツを使用していた方が定期的なトイレ誘導により、パットの
使用量が減った方もいる。

入浴日は週3回と決めているが、入居者の体調や希望を
聞きながら、いつでも入る事も可能である。日々の入浴剤
の使用や、季節のゆず湯・しょうぶ湯・生姜湯など、入浴を
楽しめる工夫をしている。入浴拒否のある入居者には、時
間やスタッフを変えてみたりして、無理強いはせずに、清
拭や足湯に変更したりして対応している。また、入浴が困
難な入居者に関しては、ベッド上での全身清拭やヘッドス
パを行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

天気の良い日には、散歩に出かけたり、ちょっと畑の野菜
の育ち具合を眺めに出かけたりと、本人が望むように外出
できるようにしている。また、今年度はコロナの影響により
実施出来なかったが、例年では季節に合わせての夏祭
り・紫陽花鑑賞・コスモス鑑賞・桜花見・初詣等の外出も
行っている。本人の希望で家族の協力でみかん狩りや野
球観戦にも出かけたりしている。




